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令和元年１１月第１回臨時会会議録  

 

 令和元年豊郷町議会１１月第１回臨時会は、令和元年１１月１４日豊郷町役場内に招集

された。  

 

 １、当日の出席議員は次のとおり  

             １ 番    日比野 雄 二  

             ２ 番    辻 本   勇  

             ３ 番    中 島 政 幸  

             ４ 番    村 岸 善 一  

             ５ 番    前 田 広 幸  

             ６ 番    高 橋 直 子  

             ７ 番    北 川 和 利  

             ８ 番    西 澤 博 一  

             ９ 番    鈴 木 勉 市  

            １０ 番    西 澤 清 正  

            １１ 番    河 合   勇  

            １２ 番    今 村 恵美子  

 

 ２、当日の欠席議員は次のとおり  

               な     し  

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり  

        町 長    伊 藤 定 勉  

        教 育 長    堤   清 司  

        総 務 課 長    北 川 貢 次  

        企 画 振 興 課 長    清 水 純一郎  

        税 務 課 長    中 山 圭 史  

        保 健 福 祉 課 長    森   ちあき  

        医 療 保 険 課 長    西 山 喜代史  

        住 民 生 活 課 長    長谷川 勝 就  

        会 計 管 理 者     小 西 直 美  

        人 権 政 策 課 長    西 山 逸 範  
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        地 域 整 備 課 長    山 田 裕 樹  

        産 業 振 興 課 長    山 田 篤 史  

        上 下 水 道 課 長    森 本 智 宏  

        教 育 次 長    馬 場 貞 子  

        社 会 教 育 課 長    岡 村 浩 孝  

 

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり  

        議 会 事 務 局 長    山 口 昌 和  

        書 記    久保川 真由美  

 

 ５、提案された議案は次のとおり  

    選挙第１号  豊郷町議会議長の選挙について 

    選挙第２号  豊郷町議会副議長の選挙について  

    総務産業建設・文教民生・予算決算常任委員会委員の選任の件  

    諸般の報告（総務産業建設・文教民生・予算決算常任委員会 正・副委員長互選

         の結果報告）  

    議会広報常任委員会委員の選任の件  

    諸般の報告（議会広報常任委員会 正・副委員長互選の結果報告）  

    議会運営委員会委員の選任の件  

    諸般の報告（議会運営委員会 正・副委員長互選の結果報告）  

    大滝山林組合議会議員の選挙について  

    諸般の報告（大滝山林組合議会議員互選の結果報告）  

    選挙第３号  彦根市・犬上郡営林組合議会議員の選挙について  

    選挙第４号  湖東広域衛生管理組合議会議員の選挙について  

    選挙第５号  彦根愛知犬上広域行政組合議会議員の選挙について  

    選挙第６号  滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について  

    議第６１号  豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについて  

    議第６２号  契約締結につき議決を求めることについて  

           《歌詰橋橋梁補修・補強工事請負契約について》  

    発議第３号  議員派遣の件  
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事務局長  おはようございます。 

 定刻前でありますけれども、皆様おそろいということで、これより４年間の

新たな議会が始まりますので、恐れ入りますが、皆さんご起立をいただき、一

同、礼の後に始めさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 一同、礼。ありがとうございました。 

 どうぞ、ご着席ください。 

 本日の議会は、先般の豊郷町議会議員一般選挙後、初めての議会であります

ので、臨時議長が就任されるまでの間、事務局が進行をさせていただきます。 

 開会に先立ちまして、伊藤町長にご挨拶をお願いいたします。 

伊藤町長  局長。 

事務局長  伊藤町長。 

伊藤町長  皆さん、改めましておはようございます。初議会を招集しましたところ、議

員の皆さんには公私何かとご多用の中、ご参集を賜りましてまことにありがと

うございます。 

 去る１０月２０日に執行されました町議会議員選挙におきまして、町民の皆

さんの期待を担ってめでたくご当選の栄誉を得られ、本日ここに、初議会にご

出席をいただきました皆様に、謹んでご挨拶を申し上げる機会を得ましたこと、

私の最も栄誉とするところでございます。今後は町政発展のため、皆さん方と

ともに頑張ってまいりたい、このような思いでございますので、どうか格別の

ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 そして、本日はまことにおめでとうございます。これからも、どうぞよろし

くお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

事務局長  ありがとうございます。 

 続きまして、議員の皆様方より順番に、自席にて自己紹介をお願いしたいと

思います。日比野議員からよろしくお願いします。 

日比野議員  日比野雄二と申します。初めてですので、ご指導のほど、よろしくお願いい

たします。 

辻本議員  辻本勇です。よろしくお願いします。 

中島議員  中島政幸です。どうぞよろしくお願いいたします。  

村岸議員  村岸善一です。どうぞよろしくお願いします。  

前田議員  前田広幸です。よろしくお願いします。 

高橋議員  高橋直子です。よろしくお願いします。 

北川議員  北川和利です。どうぞよろしくお願いします。 

西澤博一議員  吉田の西澤博一です。どうぞ皆さん、よろしくお願いいたします。 
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鈴木議員  ９番、鈴木勉市でございます。よろしくお願いいたします。 

西澤清正議員  雨降野の西澤清正でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

河合議員  河合でございます。よろしくお願いします。 

今村議員  今村恵美子です。７カ月ぶりに、また議会に寄せていただきました。また、

どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局長  続きまして、執行部出席者の自己紹介をお願いします。堤教育長、お願いい

たします。 

教 育 長  教育委員会教育長、堤清司です。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局長  次に、北川総務課長よりお願いいたします。  

総務課長  総務課長の北川貢次です。よろしくお願いいたします。 

企画振興課長  企画振興課長の清水です。よろしくお願いします。 

住民生活課長  住民生活課長の長谷川です。どうぞよろしくお願いいたします。 

保健福祉課長  保健福祉課長の森ちあきです。どうぞよろしくお願いいたします。 

医療保険課長  医療保険課長の西山喜代史と申します。どうぞよろしくお願いします。 

税務課長  おはようございます。税務課長の中山といいます。よろしくお願いいたしま

す。 

教育次長  皆さん、おはようございます。教育委員会事務局次長を仰せつかっておりま

す馬場と申します。どうぞよろしくお願いします。 

人権政策課長  皆さん、おはようございます。人権政策課の西山といいます。よろしくお願

いします。 

社会教育課長  皆さん、おはようございます。教育委員会事務局、社会教育課兼保健体育課

長の岡村です。どうぞよろしくお願いいたします。 

産業振興課長  産業振興課長の山田篤史です。どうぞよろしくお願いいたします。 

社会教育課長  おはようございます。地域整備課長の山田裕樹です。よろしくお願いします。 

上下水道課長  皆さん、おはようございます。上下水道課長の森本と申します。よろしくお

願いいたします。 

会計管理者  会計管理者の小西と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局長  最後に、議会事務局の山口です。よろしくお願いします。  

 本日の臨時会は、豊郷町議会議員一般選挙後初めての議会でありますので、

議長が選出されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定によりまして、出席

議員の中で年長の議員が臨時に議長の職務を行うこととなっております。出席

議員の中で西澤清正議員が年長議員でありますので、ご紹介申し上げます。 

 西澤清正議員、議長席の方へよろしくお願いします。 

西澤清正臨時議長  それでは皆様、改めて、おはようございます。今回、年長議員ということで



1 － 5 

議長をさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それではこれより、令和元年１１月第１回豊郷町議会臨時会を開会いたしま

す。 

 （午前８時５８分）  

 ただいまの出席議員は１２名で、会議開会定足数に達しております。 

 よって、第１回臨時会は成立いたしました。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、仮議席の指定を行います。 

 議事の進行上、ただいまご着席の議席を仮議席といたします。 

 日程第２、選挙第１号豊郷町議会議長の選挙を行います。 

 議長選挙は投票にて行いますが、これに異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

西澤清正臨時議長  異議なしと認め、よって、選挙は投票により行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

西澤清正臨時議長  ただいまの出席議員は１２名です。 

 次に、立会人指名をいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立

会人に日比野雄二君および辻本勇君を指名いたします。 

 それでは投票用紙を配ります。 

事務局長  （投票用紙配付）  

西澤清正臨時議長  念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

議  員  なし。 

西澤清正臨時議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

西澤清正臨時議長  異状なしと認めます。 

 それではただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

議  員  （投票） 

西澤清正臨時議長  投票漏れはありませんか。  

議  員  なし。 

西澤清正臨時議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 ただいまより開票事務を行います。日比野雄二君及び辻本勇君、開票の立ち

会いをお願いいたします。 
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事務局長  （開票） 

西澤清正臨時議長  ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票結果報告、投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票です。有効

投票のうち、河合勇君６票、西澤清正君６票。 

 この選挙の法定得票数は３です。河合勇君と西澤清正君が同票になりました。

この場合、地方自治法第１１８条第１項の規定は、公職選挙法第９５条第２項

の規定を準用して、くじで当選人を決定することになっています。 

 河合勇君と西澤清正君が議場におられますので、くじを引いていただきます。

くじは２回引きます。くじは１から５までの５本のくじ棒を使用し、２回引き

ます。１回目はくじを引く順番を決めるものであります。くじの番号の小さい

方を１番、大きい方を２番といたします。２回目はこの順によってくじの当選

人を決定するためのものであります。くじの番号の小さい方を当選人といたし

ます。 

 日比野雄二君、辻本勇君、くじの立ち合いをお願いいたします。 

 それでは、くじを引く順番を決めるくじを行います。河合勇君、西澤清正君、

くじを引いてください。 

（くじ引き） 

西澤清正臨時議長  河合さんが１番で、次、私が２番ということで、以上のとおりです。 

 まず初めに、河合さんから。 

（くじ引き） 

西澤清正臨時議長  くじの結果、河合さんが４、私が５ということで。河合勇君が当選人と決定

いたしました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

西澤清正臨時議長  ただいま、議長に当選されました河合勇君が議場におられますので、会議規

則第３３条第２項の規定により、当選人の告知をいたします。 

 河合勇君、議長当選の承諾及び挨拶をお願いいたします。 

河合議長  皆さん、おはようございます。 

 ただいまの臨時会で皆さんのご推挙によりまして、議長という重責を与えら

れたこと、ありがとうございます。議員一丸となって、皆様とともに力を合わ

せながら、議長職をしっかりと全うし、精進して参りたいと思います。どうか

よろしくお願いします。 

西澤清正臨時議長  それでは、これで仮議長は退席をいたします。 

 暫時休憩をいたします。 
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（午前９時１８分 休憩）  

 

（午前９時２６分 再開）  

河合議長  それでは、再開いたします。 

 ただいま西澤清正議員におかれましては、本当にご苦労さまでした。 

 議事日程について、お諮りいたします。 

 本日の議事日程について、お手元に配付いたしております議事日程を日程に

追加したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 よって、お手元の議事日程を日程に追加することに決定いたしました。 

 追加日程第１、議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則第４条第１項の規定により、ただいま着席のとおりと指定

いたします。 

 追加日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１番、日比野雄二君、２

番、辻本勇君を指名いたします。 

 追加日程第３、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決しました。 

 追加日程第４、選挙第２号豊郷町議会副議長の選挙を行います。副議長選挙

は投票にて行いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 よって、選挙は投票によって行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

河合議長  ただいまの出席議員は１２名です。 

 次に、立会人を指名いたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立

会人に日比野雄二君及び辻本勇君を指名いたします。 

 投票用紙を配付します。 
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事務局長  （投票用紙配付）  

河合議長  念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

河合議長  異状なしと認めます。 

 それでは、ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票をお願い

します。 

議  員  （投票） 

河合議長  投票漏れはありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 ただいまより開票事務を行います。日比野雄二君及び辻本勇君、開票の立ち

会いをお願いいたします。 

事務局長  （開票） 

河合議長  それでは、ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票結果ですけども、投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票です。

有効投票のうち、西澤博一君６票、今村恵美子君６票。 

 この選挙の法定得票数は３票です。西澤博一君と今村恵美子さんが同数とな

りました。この場合、地方自治法第１１８条第１項の規定は、公職選挙法第９５

条第２項の規定を準用して、くじで当選人を決定することになっています。 

 西澤博一君と今村恵美子さんが議場におられますので、くじを引いていただ

きます。くじは２回引きます。くじは１から５までの５本のくじ棒を使用し、２

回引きます。１回目はくじを引く順番を決めるものであります。くじの番号の

小さい方を１番、大きい方を２番といたします。２回目はこの順序によってく

じ引きを引き、当選人を決定するためのものであります。くじの番号の小さい

方を当選人といたします。 

 日比野雄二君、辻本勇君、くじの立ち合いをお願いいたします。 

（くじ引き）  

河合議長  くじ引きの結果を発表いたします。まず１番目に西澤博一議員、２番目に今

村恵美子さん。くじを引いてください。 

（くじ引き）  
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河合議長  くじの結果を報告いたします。 

 くじの結果、今村恵美子さんが当選人と決定いたしました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

河合議長  ただいま副議長に当選されました今村恵美子さんが議場におられます。会議

規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

 今村恵美子さん、副議長当選の承諾及び挨拶を願いします。 

今村副議長  今回、副議長の職をあずかることになりました。議長の補佐として、また議

会の皆さんの総意を大切に、議会と執行部が力を合わせて豊郷町をよくしていく

ために、私も微力ながら頑張っていきたいと思いますので、どうかよろしくお願

いいたします。 

河合議長  ここで、執行部の皆様にお願いをいたします。 

 これより議会の委員会構成や一部事務組合選出議員の選挙などが主要議題と

なりますので、この後提出議案を控えている課長以外の課長の皆さんには退席

をお願いしたいと思います。退席の間、暫時休憩といたします。 

 暫時休憩の間、全員協議会を開催いたします。議員の皆さんは議員控室にお

集まりください。 

（午前 ９時３８分 休憩）  

 

（午前１０時０３分 再開）  

河合議長  再開いたします。 

 追加日程第５、総務産業建設・文教民生・予算決算常任委員会委員の選任の

件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件については、委員会条例第７条第４項の規定によって、お手元に配付の

名簿のとおり指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認め、総務産業建設・文教民生・予算決算常任委員会委員はお手

元に配付の名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 総務産業建設、文教民生及び予算決算常任委員会委員の選任が行われました

ので、委員会条例第９条第１項の規定により、委員長、副委員長の互選のため

委員会を招集します。指定の場所に参集を願います。なお、正副委員長互選の

結果を議長までご報告をお願いいたします。委員会開催指定場所は議員控室と

し、最初に総務産業建設常任委員会、その後、文教民生常任委員会、その後、
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予算決算常任委員会を順次開催いたしたいと思います。 

 委員会開催に伴い、事務局職員の出席を求め、委員会開催のため暫時休憩と

いたします。 

（午前１０時０４分 休憩）  

 

（午前１０時５４分 再開）  

河合議長  それでは、再開いたします。 

 追加日程第６、諸般の報告をいたします。 

 総務産業建設・文教民生・予算決算常任委員会の正副委員長の互選の結果を

報告いたします。 

 総務産業建設常任委員会の正副委員長は、委員長には選挙により村岸議員、

副委員長には同じく選挙により前田議員です。 

 文教民生常任委員会の正副委員長は、委員長には選挙により北川議員、副委

員長には同じく選挙により日比野議員です。 

 予算決算常任委員会の正副委員長は、委員長には選挙により西澤博一議員、

副委員長には同じく選挙により日比野議員です。 

 以上のとおりですので、よろしくお願いいたします。 

 日程第７、議会広報常任委員会委員の選任の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議会広報常任委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規

定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 したがって、議会広報常任委員会委員はお手元に配付しました名簿のとおり

選任することに決定いたしました。 

 議会広報常任委員会委員の選任が行われましたので、委員会条例第９条第１

項の規定により、委員長・副委員長の互選のため委員会を招集しますので、議

員控室にご参集願います。なお、正副委員長の互選の結果を議長までご報告願

います。 

 委員会の開催に伴い、事務局職員の出席を求めます。 

 委員会開催のため、暫時休憩といたします。 

（午前１０時５６分 休憩）  
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（午前１１時２５分 再開）  

河合議長  それでは、再開いたします。 

 追加日程第８、諸般の報告をいたします。 

 議会広報常任委員会の正副委員長は、委員長には選挙により村岸議員、副委

員長には同じく選挙により、前田議員です。 

 以上の報告のとおりです。よろしくお願いいたします。 

 追加日程第９、議会運営委員会委員の選任の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員会の委員の選任の件については、委員会条例第７条第４項の規

定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  ご異議なしと認め、議会運営委員会委員については、お手元に配付の名簿の

とおり選任することに決定いたしました。 

 ただいま、議会運営委員会委員の選任が行われましたので、委員会条例第９

条第１項の規定により、委員長、副委員長互選のため委員会を招集しますので、

議員控室にご参集を願います。なお、正副委員長互選の結果を議長までご報告

願います。 

 委員会の開催に伴い、事務局職員の出席を求めます。 

 委員会開催のため、暫時休憩といたします。 

（午前１１時２５分 休憩）  

 

（午前１１時３６分 再開）  

河合議長  再開いたします。 

 追加日程第１０、諸般の報告をいたします。 

 議会運営委員会の正副委員長は、委員長には選挙により西澤博一議員、副委

員長には、同じく選挙により村岸議員です。 

 以上の報告のとおりでございます。よろしくお願いいたします。 

 追加日程第１１、大滝山林組合議会議員の選挙についてを議題といたします。 

 選挙は、大滝山林組合規約に基づき、第３条の地域内に住所を有する２０歳

以上の者から１名を選出することになっています。この規約の地域は雨降野、

八町、八目、石畑、四十九院であり、その対象者で互選します。対象地区の議

員各位は議員控室にご参集願います。 

 大滝山林組合議会議員の互選のため、暫時休憩いたします。 
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（午前１１時３７分 休憩）  

 

（午前１１時４０分 再開）  

河合議長  それでは、再開いたします。 

 追加日程第１２、諸般の報告をいたします。 

 先の大滝山林組合議会議員の選挙の結果は、村岸議員が当選されました。大

滝山林組合議会議員に当選されました村岸議員が議場におられますので、会議

規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

 追加日程第１３、選挙第３号彦根市・犬上郡営林組合議会議員の選挙を行い

ます。選挙は投票で行いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 よって、選挙は投票によって行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

河合議長  ただいまの出席議員は１２名です。 

 次に、立会人の指名をいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、

立会人に日比野雄二議員及び辻本勇議員を指名いたします。 

 投票用紙を配ります。 

事務局長  （投票用紙配付）  

河合議長  念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

河合議長  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票をお願いします。 

議  員  （投票） 

河合議長  投票漏れはありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 開票を行います。日比野雄二議員及び辻本勇議員、開票の立ち合いをお願い

いたします。ただいまより開票事務を行います。 
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事務局長  （開票） 

河合議長  ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票結果、有効投票のうち中島政幸議員６票、高橋直子議員６票。 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は３票です。中島議員と高橋議員が同数となりました。

この場合、地方自治法第１１８条第１項の規定は、公職選挙法第９５条第２項

の規定を準用して、くじで当選人を決定することになっています。 

 中島議員と高橋議員が議場におられますので、くじを引いていただきます。

くじは２回引きます。くじは１から５までの５本のくじ棒を使用し、２回引き

ます。１回目はくじを引く順番を決めるものであります。くじの番号の小さい

方を１番、大きい方を２番といたします。２回目はこの順序によってくじ引き

を引き、当選人を決定するためのものであります。くじの番号の小さい方を当

選人といたします。 

 日比野議員、辻本議員、くじの立ち合いをお願いいたします。 

 くじを引く順番を決めるくじを行います。 

（くじ引き）  

河合議長  くじ引きを引く順番が決定しましたので報告します。まず初めに中島議員、

次に高橋議員。 

（くじ引き）  

河合議長  くじの結果を報告します。 

 くじの結果、高橋議員が当選人と決定いたしました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

河合議長  ただいま彦根市・犬上郡営林組合議会議員に当選されました高橋議員が議場

におられます。会議規則第３３条第２項の規定により当選の告知をいたします。 

 追加日程第１４、選挙第４号湖東広域衛生管理組合議会議員の選挙を行いま

す。 

 選挙は投票で行いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 よって、選挙は投票によって行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

河合議長  ただいまの出席議員は１２名です。 
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 次に、立会人指名をいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立

会人に日比野議員及び辻本議員を指名いたします。 

 投票用紙を配付します。 

事務局長  （投票用紙配付）  

河合議長  念のため申し上げます。投票は単記無記名です。 

 なお、この湖東広域衛生管理組合の選出議員は２名であります。よって、高

点得票数の多い２名が選出されます。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

河合議長  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。１番から順番に投票をお願いします。 

議  員  （投票） 

河合議長  投票漏れはありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 開票を行います。日比野議員及び辻本議員、開票の立ち会いをお願いいたし

ます。開票事務を行います。 

事務局長  （開票） 

河合議長  ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票。有効投票のうち日比野議

員６票、前田議員６票。以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は２票です。したがって、日比野議員と前田議員が湖

東広域衛生管理組合議会議員に当選されました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

河合議長  ただいま湖東広域衛生管理組合議会議員に当選されました日比野議員と前田

議員が議場におられます。会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知

をいたします。 

 追加日程第１５、選挙第５号彦根愛知犬上広域行政組合議会議員の選挙を行

います。選挙は投票で行いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 
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河合議長  異議なしと認めます。 

 よって、選挙は投票によって行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

河合議長  ただいまの出席議員は１２名です。 

 次に、立会人指名をいたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立

会人に日比野議員及び辻本議員を指名いたします。 

 投票用紙を配ります。 

事務局長  （投票用紙配付）  

河合議長  念のために申し上げます。投票は単記無記名です。 

 なお、この彦根愛知犬上広域行政組合の選出議員は２名であります。よって

高点得票数の多い２名が選出されます。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

河合議長  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

議  員  （投票） 

河合議長  投票漏れはありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 開票を行います。日比野議員及び辻本議員、開票の立ち合いをお願いいたし

ます。開票事務を行います。 

事務局長  （開票） 

河合議長  ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票です。有効投票のうち、北

川議員６票、西澤清正議員６票。以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は２票です。したがって、北川議員と西澤清正議員が

彦根愛知犬上広域行政組合議会議員に当選されました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

河合議長  ただいま、彦根愛知犬上広域行政組合議会議員に当選されました北川議員と



1 － 16 

西澤清正議員が議場におられます。会議規則第３３条第２項の規定により、当

選の告知をいたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午後０時０１分 休憩）  

 

（午後１時０７分 再開）  

河合議長  それでは、再開いたします。 

 追加日程第１６、選挙第６号滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

を行います。滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員につきましては、滋賀県

後期高齢者医療広域連合規約第８条の規定により、関係市町の議会の議員なら

びに町長及び副町長のうちから、関係市町の議会において１人を選挙すること

となっています。 

 なお、町長につきましては滋賀県後期高齢者医療広域連合の副広域連合長で

あり、副町長につきましては現在不在であるため、議会議員の中から１人を選

挙することとなります。選挙の方法については、地方自治法第１１８条の規定

により、投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

事務局長  （議場閉鎖） 

河合議長  ただいまの出席議員は１２名です。 

 次に、立会人を指名いたします。会議規則第３２条第２項の規定により、立

会人に日比野議員及び辻本議員を指名いたします。 

 投票用紙を配ります。 

事務局長  （投票用紙配付）  

河合議長  念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

事務局長  （投票箱点検） 

河合議長  異状なしと認めます。 

 それでは、ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票をお願い

します。 

議  員  （投票） 

河合議長  投票漏れはありませんか。  
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議  員  なし。 

河合議長  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 開票を行います。日比野議員及び辻本議員、開票の立ち会いをお願いいたし

ます。ただいまより開票事務を行います。 

事務局長  （開票） 

河合議長  ただいまの選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０表です。有効投票のうち、中

島政幸議員６票、鈴木勉市議員６票。以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は３票です。中島議員と鈴木議員が同票となりました。

この場合、地方自治法第１１８条第１項の規定は、公職選挙法第９５条第２項

の規定を準用して、くじで当選人を決定することになっています。 

 中島議員と鈴木議員が議場におられますので、くじを引いていただきます。

くじは２回引きます。くじは１から５までの５本のくじ棒を使用し、２回引き

ます。１回目はくじを引く順番を決めるものであります。くじの番号の小さい

方を１番、大きい方を２番といたします。２回目はこの順序によってくじを引

き、当選人を決定するためのものであります。くじの番号の小さい方を当選人

といたします。 

 日比野議員、辻本議員、くじの立ち合いをお願いいたします。 

 くじを引く順番を決めるくじを行います。中島議員、鈴木議員、くじを引い

てください。 

（くじ引き）  

河合議長  くじ引きを引く順番が決定いたしましたので、報告します。まず初めに鈴木

議員から、次に中島議員、以上のとおりです。 

（くじ引き）  

河合議長  くじの結果を報告いたします。くじの結果、中島議員が当選人と決定いたし

ました。 

 議場の出入り口を開きます。 

事務局長  （議場開放） 

河合議長  ただいま、滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました中島議

員が議場におられます。会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知を

いたします。 

 日程第１７、議第６１号豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることにつ

いてを議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、前田広幸議員の退場を求めます。 
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前田議員  （退場） 

河合議長  町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  議長。 

河合議長  伊藤町長。 

伊藤町長  議第６１号豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについてご説明

申し上げます。 

 このたびの監査委員の選任同意につきましては、議員の任期満了に伴いまし

て、新たに議員の中から選任をするものであります。今回、豊郷町監査委員の

議選監査委員として選任の同意を願いたいのは、住所、豊郷町大字四十九

院３７４番地４、氏名、前田広幸氏、生年月日、昭和４６年６月１０日生まれ

であります。 

 地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでござ

います。ご同意のほど、よろしくお願い申し上げます。 

河合議長  これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。  

河合議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第６１号豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについ

てを採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、本案は原案どおり同意されました。 

 前田議員の入場を許します。 

前田議員  （入場）  

河合議長  日程第１８、議第６２号契約の締結につき議決を求めることについてを議題

といたします。 

 町長、提案理由の説明求めます。 

伊藤町長  議長。 

河合議長  伊藤町長。 

伊藤町長  議第６２号についてご説明申し上げます。 



1 － 19 

 令和元年度、工事第８号歌詰橋橋梁補修・補強工事の入札を、令和元年１０

月３０日に条件付き一般競争入札により執行し、所在地、滋賀県犬上郡豊郷町

大字安食南１９３番地、名称、丸橋建設株式会社、豊郷営業所所長、丸橋照久

と請負契約金額３億７４５万円で仮契約を締結し、地方自治法第９６条第１項

第５号及び豊郷町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定に基づき、契約の議決を求めるものでございます。ご審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

高橋議員  はい、議長、６番。 

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  それでは議第６２号契約の締結についての議決について、質疑をさせていた

だきます。 

 まず、私、入札結果調書をホームページから引いてみました。その結果、辞

退の方が続出しておりまして、８者に声をかけられて６者が辞退をなさってい

ます。２者での競争となったわけなんですけれども、辞退の理由などを議会に

報告していただけませんか。どのような理由で辞退が続出しているのかをつか

んでおられるのかということです。そして、２者のみの競争になったことをど

のように町としては受けとめておられるのか、よろしくお願いします。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、６番高橋議員のご質疑にお答えをいたします。  

 まず、辞退の理由につきましては、辞退届を見ておりますと、６者とも全て

「都合により」ということでしたので、町といたしましては、それ以上の詮索

というか、調査はしておりませんので、都合によるということでございます。

あと、２者での入札ということですけれども、もともと橋梁につきましてはで

きる業者も少ないということと、あと、県内いろいろなところの状況を見てお

りますと、入札そのものに参加をしていただける方がわりと少ないとか、落ち

ていないとかいうことがありますので、逆に言いますと２者あってよかったと

いうようなことになりますので、そういう理解をしております。  

 以上です。  

河合議長  高橋議員、再質疑はありますか。 

高橋議員  はい。 

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  先ほど、辞退の理由は「都合により」という一言で終わっておられるんです
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けれども、昨今、入札が本当に、仕事が欲しいという方がこうやって入札の、

町の業者として登録をされていると思うんです。にもかかわらず、このように

少ない中で、そして理由も、ただ、参加しなかった。都合によりだけで終わっ

ていますけれども、不自然だな、どうして仕事に意欲を見せないんだろうなと

いうことをお感じにならなかったのか。そして、町としては辞退を続けた業者

には、今後、何らかのペナルティとか、そういうことは考えておられるのかど

うかをよろしくお願いします。そして、町内業者におきましてはこの丸橋さん

だけがこういう技術を持っておられるということの理解でよろしいでしょうか。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、高橋議員の再質疑にお答えをしたいと思います。  

 まず１点、最初に申し上げておきますと、今回の入札につきましては条件付

き一般競争入札ということで、指名ではございませんので、業者の方から参加

したいということで手を挙げてこられたということです。あと、先ほど都合に

よりとお答えしましたが、聞いておるところによると、ほかの工事の落札とか

ができたせいで、技術者が足りなくなったとかいう理由で辞退というところも

あるようには伺っております。特に不自然とは感じておりません。あと、辞退

を繰り返したところにペナルティはということでしたけれども、今回の業者さ

んにつきましては、そのように毎回毎回辞退をされておられるわけではありま

せんので、特にペナルティの方は考えておりません。  

 以上です。  

河合議長  高橋議員、再々質疑はありますか。 

高橋議員  はい。 

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  今までの町の答えとしましては、町内業者も育てていくということをおっし

ゃっていましたので、先ほど、町内においてはこの技量の持ち主はこの会社だ

けかということをお聞きしたんですけれども、その答えがありませんでしたの

で、お願いします。そして、意欲を見せて手を挙げてきた業者、全てそうだっ

たんだという理解でよろしいんでしょうか。そして結果として２者しか応札し

なかった。このことについてもう少し詳しく、町としてどう捉えているかをお

願いします。しゃあないわなと、まだ２者あったで、それでよかったな。こう

いう結果だけの論議なんでしょうか。入札、本当に今、よその自治体でも競争

があまり働いていないなとか、応札する者が少なくなってきているという傾向

がよく見られていますので、町民としては、やっぱり適正価格で、そしてちゃ
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んとした仕事がしてもらいたいというのが町民の感情だと思いますので、町民

に対しての説明ということで、よろしくお願いします。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、高橋議員の再々質疑にお答えをします。  

 町内の業者につきましては、今回の工事につきましては参加できる条件とし

まして、土木一式のほかに橋梁の上部工事というもの資格がないとできません

でしたので、それを持っておられるのは丸橋さんということでございました。

あと、意欲があるとかいうところと辞退の関係ですけれども、これは１回目に

お答えしたとおりということでございます。 

 以上です。 

河合議長  ほかに質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

河合議長  今村さん。 

今村議員  それでは、議第６２号契約締結の議決について、４点質問いたします。 

 １点目、今回のこの条件付き一般競争入札におきましては、予定価格が３

億１,１０９万１,０００円となっておりますが、これは事前公表だったのか事

後公表だったのか。そして落札率は幾らだったのか答えてください。 

 それから、入札比較価格ということで、２億８,２８１万というのも、結果調

書には書かれておりますが、これはどういう算定なのか、最低制限価格、こう

いったのとの絡みで、どういうふうな金額としてこれは算定されて設定されて

いるのか説明してください。これが１点目。 

 ２点目、この条件付き一般競争入札で執行されています。この入札条件、先

ほど課長の方から説明がありましたが、これは、県のそういうランクづけの中

からいろいろそういうのを引き出して、出てきているものだと思いますが、こ

れに、対象になる業者は、町としてもどれぐらい対象業者が、県のそういった

登録の中にあるのかというのも知っていると思いますので、何者が対象となっ

た条件つき一般競争入札なのかを説明してください。 

 そして今回、この入札に応札をしようと思って、少なくともこの８者は事前

に設計仕様書等の入手をされているわけですよね。その設計仕様書というのは、

ここは８者しか出てないんやけど、どのくらい町に問い合わせがあって、この

入札の内容を、うち、仕様書については売っておられるのかな、価格でしてお

られるのか、問い合わせがあったと思うんですが、そういう仕様書はどのくら

い、幾らで提供しているのか、そういった中で事前にいろいろな質問もできる
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ようになっていますし、いろいろなことが入札までにはありますよね、業者自

体の取り組みとしても。この中で８者が入札に参加をするという形で、そのう

ちの２者しか現実的には入札をしなかったわけですけれども、やはりこう見る

とすごく、競争性がここには欠けているなと思うんですけれども、今後こうい

った、多額の税金を使った公共工事なので、競争性を高めていくという観点で

は、今後どういう工夫が必要だと担当課では考えているのか。競争性、公平性、

公正性、いろいろな面の、入札の改善は当然されることと思うんですが、そう

いった面で、今回のこの応札状況を見て、今後の入札に関してはどういうこと

を改善された方がいいと考えているのかを説明してください。 

 それから先ほど課長がおっしゃっていたように、今回は橋梁工事ですよね。

これはやはり、どの工事の中でも難易度があるんだろうなと私も思います。こ

の落札した丸橋建設株式会社が、過去において橋梁工事を何件、実績としてや

っておられたのか、その件、その実績も説明をお願いいたします。 

 以上です。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、１２番今村議員のご質疑にお答えをいたします。  

 まず最初、予定価格ですけれども、これにつきましては事前公表でございま

す。次に、落札率については９８ .８％です。それと、次の入札比較価格という

ものにつきましては、予定価格は消費税を含んだ金額が書いています。それで

すけれども、入札書には消費税抜きの金額を書いていただくというルールにな

っていますので、その入札書を見たときに税抜きの価格と見比べやすいように

ということで、あえて税抜きの金額を書いておりますのが、これが入札比較価

格の意味でございます。  

 次に、県の対象の業者は何者あるかということでしたけれども、私も詳しく

は、今、資料も持っておりませんし、わかりませんけども、大体２０ぐらいは

あったんではないかというふうな記憶をしております。  

 次に、仕様書についてですけれども、まず、告示をしました後、設計図書に

ついてはすぐ配布をしまして、それで応札というか、入札に参加するかどうか

という資格申請をしていただくんですけれども、それをしていただいて合格と

いうか、された方に仕様書を配布しているというようなことで、流れになって

います。  

 次に競争性についてですけれども、議員もおっしゃっていただきましたよう

に、今回の工事は橋梁ということで、非常に特殊な技能の要る工事になってお
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りますので、一般土木の場合ですとこういうこともあまり起こらないと思って

おりますけれども、ちょっと今回は、あくまで特殊な工事やということで、特

殊性が出たのかなと思っております。  

 それと最後に丸橋さんの実績につきましてですけれども、資格申請の中には

工事の実績等も挙げていただいておりますけども、特に橋梁を何件やったとか

いうのは添付の必要がありませんでしたので、全体で何件やっておられるかと

いうとこまでは把握していないというようなことでございます。  

 以上です。  

今村議員  議長。 

河合議長  今村さん。 

今村議員  再質疑します。入札、応札件数が少ないということの、競争性のないことに

対する改善はどうしていくのかというのは答えてくれなかったんやけど、含め

てもう一遍言いますわ。 

 今回のこの工事で、伊藤町政になって予定価格の事前公表というのをずっと

やっておられますけれども、私は一般競争入札においては事前公表じゃなくて

事後公表、近隣でもそういうところの方がほとんどですので、そういうふうに

改善することの方が、より競争性は増していくんじゃないかなと思います。そ

れと、私が仕様書と言ったのは、設計図書を対象に、そういう告示をするから、

いろいろな会社の人たちはそれを見るわけやから、それで設計図書の購入をさ

れたのは、うちは設計図書に関しては、データでばーんとパソコンで送ってい

るんですか。どういう形にしているんですか。私、以前、いろいろなことを含

めて電子入札なども経費の削減にもなるし、役場まで何遍も業者に来てもらわ

ん方が、お互いに顔も見合わせないと、入札方法も変えた方がいいという、い

ろいろ提案してきたんですけれども、一向に改善がされていないなという感じ

がするんですが、この高落札率、９８.８％について、これは一般的に公正取引

委員会のそういう、私も裁判でお聞きしましたけど、９５％以上というのは談

合の疑いがあるとか、よく言われます。でも今回、この２者応札でこういう金

額が出てくるわけですけれども、これに対して、公共工事は町民の皆さんの、

やっぱり血税で行う工事なんですが、改善をするということを進めていかなく

ては透明性も見えてきませんし、工事自体の問題も改善はされないんじゃない

かなと思うんですが、丸橋建設さんは橋梁工事の案件をやったという実績報告

もなしに、こうやって９８.８％で落ちるというのはね、やっぱり疑念を持つ町

民がいておかしくないんですよ。そういうのを議会に諮っておられるわけです

から、どういうふうに公共工事の受注に関して、適正な入札行為を進めていく
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のかということを、ちゃんと担当課なり町長も言っていただかないと、なかな

か町民に対して説明責任は果たせないなという感じがするんですが、答弁を求

めます。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、１２番今村議員の再質疑にお答えをいたします。  

 事後公表の件につきまして、事前にした方がということでしたけれども、従

来の議会でも。  

今村議員  事後公表にしたらということ。事前よりも事後がいいって言ってるの。 

企画振興課長  失礼しました。言い間違いです。事後公表にした方がいいのではないかとい

うようなご指摘でしたけれども、過去の議会から何度も申し上げておりますとお

り、本町におきましては、以前、予定価格の漏えいの事件等もございまして、そ

れに対策という形のために、今、事前を行っているということですので、あくま

でも談合防止策やということでご理解をいただければと思います。あと、設計図

書につきましては役場窓口での配付になっております。  

 次に、高落札率についてですけれども、これも先ほど申し上げましたとおり、

やはり橋梁ということで、今、なかなか橋の工事そのものに応札をしていただ

ける業者さんも少ない状況になっております。そういった中で、応札業者が少

なかったことが原因として、落札額も少し高くなってきたということで、これ

もいたし方ないのかなと考えております。また、少しでも安く契約した方がと

いうご指摘もいただきました。確かにおっしゃるとおり、私たちも町の皆さん

の税金を扱っておりますので、少しでも安い方がいいとは思っておりますけれ

ども、一方で、今、国の方では工事業者さんで働く社員の給料の確保でありま

すとか休みの確保というところで、あまり安く設定し過ぎてもだめなので、少

し高めに持っていくような全国的な流れもございます。そういうことも勘案し

ましてやっておりますので、また今後、国やら県の動向を注視しながら、改善

できるところは改善していきたいと考えておりますので、ご理解をお願いした

いと思います。  

 以上です。  

今村議員  はい。 

河合議長  今村さん、再々質疑です。 

今村議員  今回のこの議案の、やはり最大の問題点は高落札率ですよね、９８.８％。だ

からこれは、先ほど課長が、全国的には、そういった人件費等資材費、いろい

ろなことを言って、それはね、やっているところはあるんだ、公契約条例とい
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うのをつくって、下請けをたたかないというやり方ね。だからちゃんと人件費

は、下請け、孫請け、孫孫請けになっても人件費は変えない。材料費も変えな

いとかね、一般管理費でピンハネするからどんどん減っていくわけじゃないで

すか、だからそういうのは公契約条例をつくれば、もう実施している県もあり

ますけど、豊郷でもそういったことは保全できるんですが、それよりも、やは

りこの競争性というのが担保されていないというのが私は一番の問題だと思う

んです。町内業者の丸橋建設が落札をされていますが、そういった中で、ここ

の橋梁事業の件数がなくても落札できるというのはどういう担保があるのかな

と。あるかどうかわからないけど入っていますというのは、下請け出して、そ

こに橋梁部門の、そういう専門的なところは全部丸投げするのかなと、一瞬そ

ういうふうにも感じましたが、やはりきちっとした工事をしてもらうためには、

やはりそういう専門性のある業者を集めてくるということで、この条件付き一

般競争入札にされていると思うんですけれども、こういったことをやはり丁寧

になってもらわないと、設計図書を取りに来たから、その中から来てもらって

やってもらったらいいだろうというやり方では、今の時代、公共工事も長寿命

化で、ずさんな工事ではすぐに傷んだりしますから、長く使える、しっかりと

した工事をしてもらうという観点に立った工事契約をしていかなあかんわけじ

ゃないですか。そういう点ではまだまだ、この一般競争入札の改善点は多々あ

ると思うんですが、今後、改善するとしたら、うちの町として、この間条件付

き一般競争入札でやった工事もあります。丸橋さんについてもやった工事あり

ますけれども、いろいろな問題も起きました。そういったことを含めて、今後、

豊郷町民の皆さんに不信を持たれないようにするためにはどういうことを改善

されるんですか。具体的に、私は随分提案をしてまいりましたが、その提案が

ほとんど生かされてないなというふうに感じるんですが、どういう点で改善を

して、適正な公共工事、入札にしていこうと考えておられるのか、最後に説明

してください。 

企画振興課長  議長。 

河合議長  清水企画振興課長。 

企画振興課長  それでは、１２番今村議員の再々質疑にお答えをしたいと思います。  

 まず、高落札率のことにつきましては、先ほど来申し上げておりますとおり、

今回の工事につきましては非常に特殊な橋梁の工事ということがございました

ので、応札業者も少なく、どうしても落札額が高どまりしてしまったというこ

とになると考えております。一般土木とかですと応札業者も多くなりますので、

一定の落札率を出してくるのではないかと考えております。また、丸橋建設さ
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んの実績を把握していないというようなご質疑もありましたけれども、実績を

把握していないといいますか、条件としましては、１０年以内に元請けとし

て５ ,０００万円以上の公共工事を請け負った業者でないと応札できないという

ような条件をつけておりまして、これにつきましては、しっかりとこの実績書

も出しておられますので、５ ,０００万円以上の公共工事に入っておられたとい

う実績の書類を確認しております。ただ、先ほど私が答弁申し上げたのは橋梁

の工事を何件やっておられるかというご質疑でしたので、そこについては、ち

ょっと把握をしてないというようなお答えをさせていただきましたものですの

で、決していい加減な審査をしているわけでもないというようなことでご理解

を願えたらと思います。  

 また、最後に入札の制度の改革というか改善につきましても、議員の提案も

お聞きをしておりますし、また、私も国、近畿地方整備局でありますとか、県

の契約の審議会等にも出席もしておりますので、また、その動向を踏まえつつ、

豊郷町に生かせる部分は生かしていって、より透明性の高い入札制度にしてい

ければと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。  

 以上です。  

河合議長  ほかに質疑はありませんか。 

議  員  なし。  

河合議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第６２号契約の締結につき議決を求めることについてを採決い

たします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

河合議長  全員起立であります。よって、本案は原案どおり可決されました。 

 日程第１９、発議第３号議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 発議第３号議員派遣につきましては、議員が議会を代表し、一部や全員で研

修会や会議に参加する場合には、議会の議決が必要ですので提案するものであ

ります。お手元に配付の議員派遣の件のとおり実施いたしたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
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議  員  なし。 

河合議長  異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件については、原案のとおり決定いたしました。 

 これをもちまして、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 これにて、令和元年１１月第１回臨時議会を閉会いたします。ご苦労さまで

した。 

（午後１時４９分 閉会）  


